
指
導
医
、
研
修
医
と
の

「
交
流
会
」
を
開
催
し
て

卒
後
研
修
担
当
理
事　

片　

岡　

晃　

哉　

　

新
卒
後
医
師
臨
床
研
修
制
度
が
平
成
16
年
度
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

北
区
医
師
会
で
は
、
府
医
で
指
導
医
と
研
修
医
の
交
歓
会
が
開
か
れ
た

こ
と
を
参
考
に
平
成
19
年
度
に
第
１
回
「
交
歓
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
は
「
交
流
会
」
と
し
て
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
令
和
３
年
10
月
23
日
（
土
）
ア
ン
ピ
ー
ル
ホ
テ
ル
大
阪
で
第

１
７
４
回
大
阪
市
北
区
医
師
会
学
術
講
演
会
と
し
て
、
北
野
病
院
副
院
長
・

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長
の
福
井
基
成
先
生
に
『
日
常
診
療
で
遭
遇
す
る
呼
吸

器
疾
患
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
本
的
な
診
療
を
と
て
も
大
切
に
さ
れ
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
じ
場
所
で
指
導
医
、
研
修
医
と
の
「
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
前
年
同
様
に
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

形
式
は
取
ら
ず
、
研
修
医
か
ら
の
発
表
を
中
心
に
会
が
進
行
し
ま
し
た
。

当
初
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
中
、
研
修
医
35
名
を
含
め
た
合
計
46
名
と
多

く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
（
敬
称
略
）　

46
名
参
加

　

北
区
医
師
会
長　

…　

田
淵
義
勝

　

研　

修　

医　

…　

 

大
島
正
義
、
大
堂
真
一
郎
、
鈴
井
陸
、

中
川
隆
太
郎
、
松
村
誠
紀
、
梅
田
隆
志
、

岡
部
康
教
、
田
村
汐
里
、
白
井
良
宜
、

中
里
亦
思
、
大
野
公
大
、
鹿
野
友
美
夏
、

勝
二
隆
志
、
渡
邊
圭
崇
、
保
手
浜
裕
之

（
以
上
、
北
野
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

青
木
仁
美
、
岩
本
真
佳
、
張
本
健
仁
、

宮
部
渉
平
、
上
江
田
基
宏
、
楠
見
恭
未
、

宋
知
樹
、
前
田
翔
一
郎
、
松
田
英
恵
、

水
野
彰
（
以
上
、
住
友
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

稲
田
光
亮
、
秋
月
悠
一
、
上
田
健
斗
、

岡
侑
里
佳
、
川
田
啓
二
郎
、
鶴
田
芽
依
、

中
澤
風
香
、
藤
山
舞
、
藤
吉
仁
史
、
堀
靖

貴
（
以
上
、
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
）

卒

後

研

修

委

員

会

る
ー
む
301 

シ
リ
ー
ズ
１
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病

院

指

導

医　

…　

 

塚
本
達
雄
（
北
野
病
院
）
安
井
良
則

（
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
）
山
本
浩
司

（
住
友
病
院
）

　

診
療
所
指
導
医　

…　

 

大
原
裕
彦
（
大
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
本
出
肇

（
本
出
診
療
所
）
片
岡
晃
哉
（
兵
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
澤
田
宏
子
（
澤
田
内
科
医
院
）

不
藤
哲
郎
（
循
環
器
科
・
内
科
不
藤
医
院
）

朝
倉
寛
之
（
扇
町
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

…　

福
井
基
成
（
北
野
病
院
）

　

ま
ず
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
の
研
修
医
（
北
野
病
院 

鈴
井 

陸
先
生
、

済
生
会
中
津
病
院 

稲
田 

光
亮
先
生
、
住
友
病
院 
張
本 

健
仁
先
生
）
か

ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
各
病
院
の
指
導
医
、
研
修
医
に
前
に
出

て
い
た
だ
き
指
導
医
と
指
導
医
の
指
名
で
数
人
の
研
修
医
に
コ
メ
ン
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
北
区
医
師
会
の
指
導
医
を
代
表
し
て
大

原
裕
彦
副
会
長
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
今
回

も
弁
当
を
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
野
病
院
の
福
井
基
成
先
生
に
は
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

写
真
撮
影
に
も
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

医
療
事
情
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
卒
後
臨
床
研
修
制
度
も
見
直
し
が

さ
れ
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
新
卒
後

臨
床
研
修
制
度
の
大
き
な
目
的
が
、
基
本
的
な
診
療
態
度
を
身
に
つ
け
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
で
き
る
医
師
を
育
て
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
北
区
医
師
会
で
は
大
阪
府
医
師
会
主
催
の
「
指

導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
へ
参
加
さ
れ
る
北
区
医
師
会
員

（
病
院
、
診
療
所
を
問
わ
ず
）
に
参
加
費
の
半
額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
る
北
区
医
師
会
員
は
是
非
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
私
事
で
す
が
平
成
18
年
よ
り
北
区
医
師
会
理
事
と
な
り
、
平
成

22
年
よ
り
大
阪
府
医
師
会
卒
後
研
修
推
進
委
員
会
委
員
を
大
原
先
生
の
後

を
受
け
継
い
で
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
若
い
人
に
代
わ
っ
た

方
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
70
歳
を
迎
え
こ
の
度
理
事
を
退
任
す

る
意
思
を
固
め
ま
し
た
。
力
不
足
の
面
も
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
北
区
医
師
会
（
病
院
の
会
員
を
含
め
て
）

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
事
務
の
皆
様
も
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
様
と
て
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
に
際
し
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
研
修
指
定
病

院
の
指
導
医
、
研
修
医
お
よ
び
北
区
医
師
会
長
を
は
じ
め
医
師
会
の
指
導

医
、
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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指導医・研修医との「交流会」
日時：令和3年10月23日（土）16:00～
場所：アンピールホテル大阪　 3階　ホール
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